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　Abstract:　The outline of the activities of the 52nd Japanese Antarctic Research 
Expedition (JARE-52) wintering party is reported. JARE-52 wintering party conducted the 
ﬁrst year research and logistical program in the eighth six-year plan of Japanese Antarctic 
Program after taking over management of Syowa Station from JARE-51 wintering party 
on February 1, 2011. Extremely deep snow was observed throughout the year. JARE-52 
started the comprehensive observation of Antarctic atmosphere as one of the prioritized 
studies of the eighth six-year plan “The study of global climate change through the 
observation of the middle and upper atmosphere over the Antarctic”. JARE-52 developed 
runways on sea ice off the coast of Syowa Station for the Dronning Maud Land Air 
Network (DROMLAN). As outreach activities, remote class programs for children and 
students were performed 19 times through the satellite TV conference system from Syowa 
Station. Because the icebreaker Shirase could not reach the coast of Syowa Station for the 
ﬁrst time in 18 years, long-distance transportation on sea ice was carried out from January 
24 to February 10, 2012.
　要旨:　第 52 次日本南極地域観測隊越冬隊は，第Ⅷ期 6 か年計画の初年度を担
う隊として，2011 年 2 月１日に第 51 次日本南極地域観測隊越冬隊から昭和基地
の運営を引き継いだ . 越冬期間中は，2011 年 2⊖5 月，2011 年 12 月及び 2012 年 1






極教室」を 19 回実施したほか，12 回にわたり各種のイベントに出演した . 第 53
1 気象庁静岡地方気象台． Shizuoka Meteorological Ofﬁce, Japan Meteorological Agency, Magarikane 2⊖1⊖5, 
Suruga-ku, Shizuoka, Shizuoka 422⊖8006.
2 情報 ･システム研究機構国立極地研究所．National Institute of Polar Research, Research Organization of 
Information and Systems, Midori-cho 10⊖3, Tachikawa, Tokyo 190⊖8518.
3 総合研究大学院大学複合科学研究科極域科学専攻．Department of Polar Science, School of Multidisciplinary 
Sciences, The Graduate University for Advanced Studies (SOKENDAI), Midori-cho 10⊖3, Tachikawa, Tokyo 
190⊖8518.
＊ Corresponding author. E-mail: h_miyamoto@met.kishou.go.jp
南極資料，Vol. 58，No. 2，181⊖232，2014
Nankyoku Shiryo＾ (Antarctic Record), Vol. 58, No. 2, 181⊖232, 2014
Ⓒ 2014 National Institute of Polar Research
182 宮本仁美・堤　雅基
次行動において「しらせ」が 18 年ぶりに昭和基地沖に接岸できなかったことに伴
い，2012 年 1 月 24 日夜から 2 月 10 日朝にかけて，片道 30 km に及ぶ氷上輸送を
実施した .
1．　は じ め に
第 52 次日本南極地域観測隊は，2009 年 11 月 9 日に開催された第 135 回南極地域観測統
合推進本部総会で承認された「南極地域観測第Ⅷ期 6 か年計画」の初年度の計画を担う隊と
して，多岐にわたる観測実施計画（うち越冬観測は表 1）及び設営計画（表 2）を実行した .
そのうち，30 名からなる第 52 次日本南極地域観測隊越冬隊（以下，第 52 次越冬隊と記す．
ほかの隊次についても同様）は，2011 年 2 月 1 日に第 51 次越冬隊（工藤栄越冬隊長）から
昭和基地の運営を引き継ぎ，観測業務を 2012 年 2 月 1 日に，基地の維持管理を 2 月 12 日に
第 53 次越冬隊（石沢賢二越冬隊長）に引き継ぐまでの一年あまり，昭和基地内外での観測
と基地の管理運営にあたった．30 名の内訳は，越冬隊長・越冬副隊長のほか，観測系 11 名，











第 53 次隊では，18 年ぶりの「しらせ」接岸不能の事態を受け異例の長距離氷上輸送を実
施したため，2 月 12 日に例年より 11 日遅れで越冬交代を行い，その後，第一夏期隊員宿舎
で一晩過ごした後，残留支援する 6 名を除く 24 名は 13 日朝「しらせ」に移った．残り 6 名
のうち 1 名は 17 日に，5 名は 20 日の最終便で「しらせ」に戻り，第 52 次越冬隊のすべて
の昭和基地活動を終了し，3 月 19 日に全員そろって無事帰国した .
2．　越冬隊の運営
2.1.　構成




した．越冬隊の組織図を図 1 に，主任及び代行を表 4 に，各部門責任者を表 5 に示す .
観測・設営作業，生活などのオペレーションを協議し，情報を共有するとともに，運営を
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表 1　第 52 次日本南極地域観測隊越冬観測実施計画概要




表 2　第 52 次日本南極地域観測隊設営計画概要
Table 2.  Logistic programs of the JARE-52.
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表 3　第 52 次日本南極地域観測隊越冬隊員名簿














Table 4.  Section chiefs/deputies of the JARE-52 
wintering party.
図 1　越冬隊組織図
Fig. 1.  Organization chart of the JARE-52 wintering party.





【 2011 年 2 月】
1 日 1000 LT（UTC+3 時間），19 広場において，山内第 52 次観測隊長以下夏隊・同行者
37 名，中藤艦長以下「しらせ」乗組員 39 名の立ち合いのもと，第 51 次越冬隊との越冬交
代式を挙行した．これにより，昭和基地及びその周辺における観測活動，基地の維持管理，
運営を引き継ぐとともに，基地中心部での生活がスタートした．昼食後の 1245 LT から第一
回全体会議を開催し，越冬内規及びそれに付随する規則，生活上の注意事項，当面の日課等
表 5　各部門責任者
Table 5.  Section chairs of the JARE-52 wintering party.
表 6　諸会議
Table 6.  Members of meetings of the JARE-52 wintering party.
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を確認した．越冬交代後も，自然エネルギー棟の建設作業，南極昭和基地大型大気レーダー





は悪天の中，S16 よりドーム隊の隊員のみがピックアップされ，第 52 次ドーム隊・同行者
が基地入りした．月半ば以降は風雪の強い状態が続き，S16 でのドーム物資ピックアップも
できない中，18 日 1637 LT，大塚副隊長以下夏隊・同行者 9 名を乗せた昭和基地最終便が基
地を離れ，30 名の越冬体制となった .
同日夜から夏作業日課から夏日課に切り替え，夏作業は続くものの越冬準備中心の生活に
入った．続く 19⊖20 日は土日を利用した休日日課とした．ところが 19 日未明から風，雪と














調に進められた．14 日及び 18 日には海氷安全講習を，11，16，23，30 日には南極安全講習
を行い，野外活動時における各人の適応力の向上に努めた．23 日には第二回目の防災訓練を，
第 52次隊としては初の本格消火訓練として実施した．海氷状況が安定してきたことからルー
ト工作を 19 日から開始し，24 日にはとっつき岬ルートを，25 日には向岩ルート，西オング
ル・テレメトリ小屋ルートを完成させた．ラングホブデルートについても 28 日に L18 まで
ルートを延ばした．15⊖17 日には第一回目の健康診断を，31 日には TV 会議システムを利用
した遠隔医療相談を実施した．また，ひな祭り兼 2 月 3 月度誕生会（5 日），スポーツ大会（20
日），第一回職場訪問（26 日）が開かれ，越冬 2 カ月目に入った基地生活に彩りを添えた．
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恒例となった月初めの大掃除は 5 日に実施した .





ラブルとあわせて 31 日の全体会議で改めて全隊員に周知し注意を促した .








た．上旬に 1 回，中旬と下旬に各 2 回，計 5 回のブリザードがあり，その都度除雪に追われ
た．特に 2度のA級ブリザードにより，PANSYアンテナの一部が雪に覆われる，オーロラレー






イスオペレーションを実施した．さらに，20⊖27 日にかけて第 52 次隊初の宿泊を伴う野外
活動として，S16 オペレーション（ドーム隊の装備・廃棄物回収，雪上車整備，通信機器整備，
気象ロボットメンテナンス，そり引き出し，「南極教室」用題材作成等）を 7 名の隊員によ
り行った．これは，当初 19⊖23 日に 8 名で行う予定であったが，出発前日の 18 日に準備の
ため 2 t そりに積み込もうとしたミニバックホーが横転，また同日参加予定者が転倒して膝
を打撲するという事故があったため，装備，参加者，出発日を見直して実施したものである．
途中 3 日間の悪天による停滞があったものの所定の目的を達し，27 日夕刻全員無事に基地
に帰投した．TV 会議は，7 日に遠隔医療，7，28 日に LAN 関連，12 日に宙空関連を実施し
た．恒例となった全体清掃は 2，30 日に実施した .
月末には観測部会（28 日），オペレーション会議（29 日），全体会議（30 日）を開催し，






日には極夜に突入したため，極夜期間（31 日～7 月 12 日）に 10⊖14 LT の薄明時間帯以外に
基地主要部外に行く，もしくは居る場合には，その時点で通信室に連絡することとした．上

















六小学校），30 日（早稲田大学本庄高等学院）と計 3 回実施した．そのほかの TV 会議とし
て 25 日に遠隔医療会議を行ったほか，TV 会議用設定確認や「南極教室」のための接続試
験等を実施した．恒例となった全体清掃は 29 日に実施した（倉庫棟階段下及び通路棟防 A
～防 B の壁・天井）．
月末には観測部会（25 日），オペレーション会議（26 日），全体会議（29 日）を開催し，
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末には第二回目の心理テストを行った．野外活動は，14⊖15 日に宙空部門の西オングル・バッ
テリー充電オペレーションを実施した．そのほか，西オングル小屋の発電機のメンテナンス
（14 日），雪尺測定（毎週）を実施した．「南極教室」は 6 日（南砺市立城端小学校），9 日（津
市立藤水小学校），27 日（苫小牧工業高等専門学校）と計 3 回実施した．そのほかの TV 会
議として設営シンポジウム（3 日），遠隔医療会議（29 日）を行ったほか，「南極教室」接続
試験や必要に応じて部門別の打ち合わせを実施した .








ものを皮切りに，約 40 の基地から次々に届いた .
月末には観測部会（27 日），オペレーション会議（27 日），全体会議（28 日）を開催し，
6 月の活動状況，7 月の予定などを確認した .










療関連では 4⊖10 日に第二回目の食事と健康調査を，22 日には第三回目の心理テストを行っ
た．野外活動としては 28 日に地圏部門のとっつき岬オペレーションのほか，アンテナ島の
送信設備のメンテナンス（21 日），雪尺測定（毎週）を実施した．また 7 日には有志による
岩島までの遠足を行った．「南極教室」は 5 日（山口大学教育学部附属山口中学校），8 日（札
幌市立宮の森中学校），20 日（札幌市立藻岩北小学校），21 日（稚内市立稚内南中学校・稚
内港小学校）と計 4 回実施した．さらにイベントとして，2 日に長野県池田町との「南極教室」，
23 日には国立極地研究所の一般公開，29 日には南極・北極科学館との TV 交信を行った．
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そのほかの TV 会議として，第 53 次隊員との顔合わせ（15 日），南極医療ワークショップ（30
日）を行ったほか，接続試験や必要に応じて部門別の打ち合わせを実施した .
月末には観測部会（25 日），オペレーション会議（26 日），全体会議（27 日）を開催し，













ためのラングホブデオペレーション，16⊖20 日のスカルブスネスルート工作，30 日～9 月 2
日の S16 オペレーションを実施した．さらに日帰りでは，西オングル小屋の無線 LAN の保
守（1 日），とっつき岬からの SM100 型雪上車の回収（4 日），アンテナ島の送信設備のメン
テナンス（23，30 日），雪尺測定（毎週）を実施した．夏休みのため「南極教室」は 30 日（滋










学館との TV 交信を行った．そのほかの TV 会議として第 52 次越冬隊家族会（21 日），調理
部門の引き継ぎ（23 日），遠隔医療打合せ（31 日）を行った．毎月の全体清掃を 26 日に実
施した .
月末には観測部会（25 日），オペレーション会議（25 日），全体会議（26 日）を開催し，













19⊖20 日のみずほ旅行のための S16 へのそりの回送，26⊖28 日の雪鳥沢への燃料デポ・水く
ぐり浦ルート工作を実施した．日帰りでは，宙空部門の西オングルオペレーション（6，30 日），
とっつき岬デポの SM100 型雪上車調査（7 日），プランクトン採取（8 日），アンテナ島の送
信設備のメンテナンス（15 日），雪尺測定（毎週）を実施した．「南極教室」は 14 日（常陸
大宮市立美和小学校），16 日（川崎市立宿河原小学校），21 日（旭川市立東明中学校）の 3 回，
イベントとして，4 日に石狩市，10 日にりくべつ宇宙地球科学館との TV 交信を行った．医
療・医学関連では，13⊖16 日に第三回定期健康診断を，17⊖24 日に第三回食事と健康調査を，
29 日に第五回心理テストを実施した．全体清掃を 29 日に行い，2 月以来毎月継続していた
通路棟（発電棟～防 C）の手の届く範囲の壁の拭き掃除が，すべて完了した .





も明るい空に薄く星が瞬くだけとなった．3 月以来続けてきたオーロラの光学観測も 15 日




4⊖19 日にかけて越冬中唯一の S16/17 以南への内陸オペレーションとなるみずほ旅行を行
い，第 54 次以降のための内陸への燃料輸送等を実施した．みずほ旅行の前後で支援隊を
S16 まで派遣し旅行隊をサポートしたほか，月末には DROMLAN 用滑走路整備を，北の浦
海氷上及び S17 で実施した．10 日の福島隊員の命日及び 12 日には，西オングル島の福島ケ
ルンにて慰霊祭を挙行し，越冬終了までの安全を祈願した．安全管理点検（多目的アンテナ，
地震計室，地磁気変化計室，大型大気レーダー観測制御小屋及び積雪状況の監視）を 17 日に，
防災訓練を 20 日に実施して基地の安全管理に努めた．「南極教室」は 3 日（高知市立追手前
小学校），18 日（袋井市立山名小学校）の 2 回，報道対応として 13 日に「教科書に載せたい !」






月末には観測部会（28 日），オペレーション会議（28 日），全体会議（29 日）を開催し，
10 月の活動状況，11 月の予定などを確認した .
【 11 月】
22 日から一日中太陽が沈まなくなった．好天が持続し，気温も上昇，26 日には 2 月 20 日
以来，9 カ月ぶりに最高気温がプラスとなった．アデリーペンギン，ウェッデルアザラシだ
けでなくナンキョクオオトウゾクカモメやユキドリも頻繁に姿を見せ始めて本格的な「夏」
を迎え，月初めからは 24 時間 2 交代制での除雪を開始するなど，隊全体としても，また各
部門でも第 53 次隊を迎える作業を本格的に開始した．17 日からは第 53 次セール・ロンダー
ネ山地地学調査隊との定時交信が始まり，また 25 日には第 53 次本隊が日本を出発するなど，
越冬も終盤を迎えたことを実感した .
今シーズンの DROMLAN の運用も始まり，9 日には昭和基地沖の海氷上滑走路に給油の
ためバスラーターボ機が着陸した．乗員・乗客あわせて 13 名が来島し，2 月 18 日の最終便
以来越冬隊員以外の人と接する初めての機会を得た．DROMLAN に対しては，そのほか 11
日（S17），12 日（昭和基地），20 日（昭和基地），27 日（昭和基地）と計 5 回の対応を行った．
特に 9 日及び 20 日は乗員・乗客への基地内での休養，食事を提供した．主な野外活動として，
ペンギンセンサスや DROMLAN 対応のほか，地圏オペレーション，海水・破傷風菌サンプ
リングなどを実施した．安全管理点検を 10 日に，積雪状況の監視を 14 日に，防災訓練を
18 日に実施して基地の安全管理に努めた．「南極教室」は 11 日（気仙沼市立面瀬小学校），
18 日（習志野市立谷津小学校），22 日（姫路市立船津小学校）の 3 回実施し，第 52 次隊と
しての対応はすべて終了した．そのほか，6 日に科学の祭典ひたちなか大会，13 日に南極北
極ジュニアフォーラム，19 日にあまみエフエムへの対応を行った．
月末には観測部会（28 日），オペレーション会議（28 日），全体会議（29 日）を開催し，
11 月の活動状況，12 月の予定などを確認した .
【 12 月】






第 52 次隊単独の宿泊を伴う野外活動は 2⊖3 日のペンギンセンサスですべて終了した．28
日からは第 53 次隊の野外観測支援としての活動が始まった．積雪状況の監視を 9 日に，防
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災訓練を 14 日に，安全管理点検を 22 日に，また 13⊖15 日には越冬中最後となる第四回健康
診断を実施した．24，26，27 日に準備空輸があり，第 53 次隊の緊急物資の荷受けを行った．
また 23 日から毎日第 53 次隊との打ち合わせを実施し，車両・重機の割り振り，作業内容の
確認を行い，夏期間中の安全の確保に努めた．そのほか，1 日に読売 KODOMO 新聞，28 日




【 2012 年 1 月】
南極に来て 2 度目の正月を迎えた後，月前半は持続する好天により急速に進む雪解けのも




第 53 次越冬成立に向けた物資の輸送を最優先とした氷上輸送を 24 日夜から，本格空輸を
25 日から開始した．26⊖27 日にかけては悪天のため輸送作業を中断したが，2 月 10 日まで
には接岸不能時に定められた目標量の輸送を達成できる見込みとなった．氷上輸送を第 52
次隊主体で，本格空輸を第 53 次隊主体で行うなど両隊共同での輸送作業をギリギリまで続
けるため，例年であれば 2 月 1 日に行う全部門の越冬交代を観測業務以外は目標量の輸送が
終了するまで延期することとした .
第 53 次夏期野外観測計画の袋浦ペンギンセンサス（6⊖8 日，21⊖24 日），地圏（西オングル，
きざはし浜，ルンドボークスヘッダ），宙空（スカーレン），気象（S16），海洋生物サンプ
リング（西の浦），氷河掘削（ラングホブデ）の諸観測を支援するとともに車両整備（S16）
などを実施した．引き継ぎを兼ねた積雪状況の監視を 7 日に実施し，第 52 次隊としての基











記念レセプションへの対応を行った．また，26，28 日には第 53 次隊による「南極授業」が
実施された .
【 2 月】
第 53 次越冬成立に向けた物資輸送は，9⊖10 日にかけての氷上輸送，10 日の貨油空輸です
べて完了した．10，11 日には基地中心部の清掃など越冬交代の準備を行い，12 日 09 LT か
196 宮本仁美・堤　雅基
ら 19 広場において，霧に包まれた中で第 53 次隊との越冬交代式を執り行った．越冬交代後，
天候の回復を待って第一夏期隊員宿舎で待機していたが，結局 12 日にはヘリコプターは飛
ばず，13 日 1015 LT の便で，第 53 次隊支援のため基地に残る 6 名を除いた 24 名が「しらせ」




越冬初期（2⊖4 月）のうち 2 月前半，3 月上旬及び下旬は好天が持続し放射冷却により気
温が低めに経過したが，そのほかは曇りや雪の日が多く，特に 4 月は A 級 2 回を含むブリザー
ドを計 5回観測し，降雪の深さの月合計値も 2007年 3月に次ぐ歴代第 2位の多さを記録した．
厳冬期（5⊖8 月）は，5 月中旬と 6 月下旬を除いて低気圧の影響を受け気温は高めに経過した．
度重なるブリザードにより 6 月には 120 cm を越える月最深積雪となったが，越冬中の A 級
ブリザードは 7 月下旬に観測したものが最後であった．春（9⊖11 月）は，9 月中旬及び 10
月は好天が持続した．9 月中旬は越冬中最低の旬平均気温を記録するなど，この間の気温は
低めに経過した．11 月も引き続き好天が持続したが，日射の影響を受け前月に比べ 10℃以
上も月平均気温が上昇した．白夜期（12⊖1 月）は，12 月初め及び下旬から 1 月上旬にかけ
ては好天が持続したが，そのほかは曇りや雪の日が多く，特に 12 月中旬には相次いで二つ
の B 級ブリザードを観測するなど天気が悪く，月合計日照時間の最少記録を更新した．ま









冬期間中の主な地上気象観測各要素の観測結果を図 2⊖7 に示す．また月別気象表を表 7 に，
越冬期間中のブリザードの状況を表 8 に示す .
3.2.　経過
以下に月ごとの気象・海象の概況を記す .
【 2011 年 2 月】
月前半は風の弱い穏やかな日が，特に 4⊖13 日前半は晴天が続いたが，月半ば以降は風雪
の強い状態が二，三日ごとに周期的に訪れた．ブリザードにはならなかったものの，16，17
日には 2 月として歴代第 3 位となる強風を観測した．第 52 次隊としての初のブリザードは
19 日に成立した A 級ブリザードであった．中旬までは好天のため基地周辺で順調に融雪が
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としては歴代第 2 位の多さを記録するなど，総じて穏やかな天候となった．9 日及び 15 日
には C 級ブリザードとなったが，悪天は長続きしなかった．気温は低く（月平均気温は 3
月としては歴代第 3 位），風速も弱く（月平均風速は 3 月としては歴代第 4 位）経過した．
基地周辺の積雪状況の監視を 5 日に実施したが，電離層観測小屋から迷子沢にかけては
2010 年 9 月と変わらないくらいの積雪量となっていた．天測点下や第一居住棟と気象棟の
間には除雪による雪だまりやドリフトが発達した .
3 月に入ってから，海氷安全講習，ルート工作などで海氷上に出る機会が増加した．基地
下の北の浦では氷厚が 4 m 以上あった．作業工作棟下のタイドクラックも変化はなかった．










ず，総じて曇りや雪の多い天候となった．3⊖4 日に B 級，12⊖13 日及び 23⊖24 日に A 級， 
16⊖17 日及び 30 日に C 級と，計 5 回のブリザードを観測した．13 日には 4 月としては歴代
第 2 位の最大風速（37.9 m/s），歴代第 4 位の最大瞬間風速（45.1 m/s）を観測した．一方，
22 日には最低気温－27.8℃を記録するなど冬の訪れを感じさせる月でもあった .











た．22 日に B 級，25⊖26 日及び 30 日～6 月 1 日に A 級と，計 3 回のブリザードを観測した．
25 日には 5 月としては歴代第 10 位の最大風速（38.4 m/s）を観測した．月最深積雪は 5 月
としては初めて 100 cm を超える 114 cm を記録した .
海氷状況に大きな変化はなかった．ラングホブデルートの L41 地点で氷厚が 77 cm となっ





11⊖12 日に A 級，20⊖21 日及び 25⊖26 日に B 級，27 日に C 級と，計 4 回のブリザードを観測
した．6 月の月平均気温として歴代第 2 位（高）の－11.7℃を記録したほか，25 日には 6 月
として歴代第 3 位（高）の日最高気温（－2.3℃）を観測した．降雪の深さの月合計も 4 月以







りの日の多い穏やかな天候で，気温，風ともにほぼ平年並みに経過した．4⊖5 日に B 級，
22⊖23日にA級の計 2回のブリザードを観測した．1日の降雪の深さとしては，5日に 20 cm（7
月としては 2006 年以降で最深）を記録したが，降雪の深さの月合計は 45 cm にとどまった．
月最深積雪は 7 月として歴代第 2 位の 124 cm であった .
今月は気象の雪尺測定，通信のアンテナ島設備メンテナンス，設営の北の浦そりデポ地・
見晴らし岩への移動以外に，極夜中の 9 日に岩島への遠足，極夜明けの 28 日に地圏及び海
氷調査のためのとっつき岬オペレーションを実施した．とっつき岬ルート上の T17 ポイン
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戻ったものの，月平均気温では歴代第 10 位の高温となった．2，11，16⊖17 日に C 級，7⊖8
日に B 級の計 4 回のブリザードを観測した．1 日の降雪の深さとして 20 日に 15 cm を記録
したほか，降雪の深さの月合計も 91 cmとなり，ともに 8月としては 2006年以降で最大となっ
た．また月最深積雪も 8 月として歴代第 2 位の 120 cm であった .
とっつき岬ルート上の T17 ポイント北側のクラックについては開放水面がなく，氷厚も







り高かったが，中旬は平年値より 4℃も低く経過した．16⊖17 日に B 級，23⊖24 日及び
26⊖27 日に C 級の計 3 回のブリザードを観測したが，16⊖17 日のブリザードは 8 月 17 日以
来 1 カ月ぶりであった．月最深積雪も，第 52 次としては最も深い，9 月として歴代第 2 位
の 128 cm であった .
とっつき岬ルート上の T17 ポイント北側のクラック，ラングホブデルート上のクラック・
プレッシャーリッジについては開放水面がなく，氷厚も十分であり，雪上車の通過に問題は




候となった．このため，月平均気温は歴代第 2 位の低温（－16.2℃）を記録した．14⊖16 日
に B 級，20⊖21 日に C 級と計 2 回のブリザードを観測した .
各ルート上のクラック・プレッシャーリッジについて，とっつき岬の上陸地点やラングホ
ブデルートでは近辺にあざらしがいることから開放水面があるものと推察したが，氷厚は十
分であり，雪上車の通過に問題はなかった．基地周辺の氷厚は，西の浦で 180 cm（8 日測定），
岩島南西側で 170 cm（8 日測定），オングル海峡中央からやや大陸よりの地点で 180 cm（23
日測定），向岩直下で 230 cm（8 日測定）であった .
【 11 月】
下旬の前半は悪天となったが，それ以外は好天が持続し，夏らしい穏やかな天候となった．
月平均気温は歴代第 5 位の高温（－5.5℃）を記録し，10 月に比べ 10℃以上も暖かくなった．







月としての日最低気温の第 1 位（－12.9℃，2 日）を記録するなど気温が低めに経過し，こ
のため月平均気温でも歴代第 3 位（－3.3℃）の低温となった．中旬は，旬平均風速が
10 m/s を超えるなど荒れた天気が続いた．月を通して日照時間の少ない状態が続き，月合計
日照時間は前月より 40 時間以上も短く，12 月として歴代第 1 位の寡少な日照時間となった．
15⊖16 日，17⊖18 日に相次いで B 級ブリザードを観測した．さらに 19⊖20 日はブリザードに
はならなかったが平均 29.1 m/s（12 月として歴代第 8 位），瞬間 34.9 m/s（12 月として歴代









【 2012 年 1 月】
上旬は晴天が持続したが，中旬から曇りや雪の日が多くなり，特に 25 日以降は風雪の強
い日が続いた．月平均気温は 1 月として歴代第 10 位の低温（－1.4℃）を，31 日には 1 月と
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図 2　旬平均気温
Fig. 2.  Time series of ten-day mean air temperature at Syowa 
Station (Feb. 2011⊖Jan. 2012).
図 3　旬平均海面気圧
Fig. 3.  Time series of ten-day mean sea level pressure at Syowa 
Station (Feb. 2011⊖Jan. 2012).
図 4　旬平均湿度




Fig. 5.  Time series of ten-day mean wind speed at Syowa Station 
(Feb. 2011⊖Jan. 2012).
図 6　旬間日照時間
Fig. 6.  Time series of ten-day mean sunshine duration at Syowa 
Station (Feb. 2011⊖Jan. 2012).
図 7　旬平均雲量
Fig. 7.  Time series of ten-day mean cloud amount at Syowa 
Station (Feb. 2011⊖Jan. 2012).






































































































































































越冬開始直後の A 級ブリザードにより資材を保管していた 12 ft コンテナが埋まり，取り出
すのに多大な労力を要したこと，取り出した後は除雪等を優先した結果，人的余裕がなくなっ
たことから未施工に終わった .
10 月から除雪のための準備を開始し，11 月からは 24 時間体制での基地主要部近辺と車庫
～コンテナヤード間の幹線道路の本格除雪と第 53 次夏期オペレーション実施エリアの砂ま














【 2011 年 2 月】
観測関係では，気水圏は 5 日，エアロゾルゾンデを飛揚した．地圏では第 51 次隊の支援






























































源切り替えは 2 号機から 1 号機への切り替えを 6 日に行う予定だったが，1 号機エンジンの












































燃料移送は 8 日及び 9 日の 2 日間行う予定であったが，見晴らし岩にあるポンプが故障した
ため 9 日は中止し，古いポンプの部品を用いて修理した．そのほか燃料に関しては，19 日
に第 54 次隊ドーム旅行用燃料を S16 に，DROMLAN 用燃料を S17 に，27 日に第 53 次隊ラ
ングホブデ氷河調査用の燃料を雪鳥沢小屋にデポしたほか，雪鳥沢小屋ときざはし浜小屋の











医療関連では，破傷風菌のサンプリングを向岩で 26 日，基地内で 30 日に実施した .
設営関係では，ブリザード後の除雪のほか，装軌車の整備，自然エネルギー棟の内装工事，
各棟・そりの補修，野外観測支援，インテルサット・多目的アンテナの定期保守，「昭和基
地 NOW」の更新などを実施した．燃料移送は，修理したポンプを使用して 7，8 日に行った．
また 12 日には西オングル・テレメトリ小屋に燃料をデポした．電源切り替えは，今月も 1
号機に不具合が発生したため 2 回ずつの切り替えを行った．自然エネルギー棟の内装工事に
ついては第 52 次越冬期間中に予定していた作業はほぼ完了した．そのほか，除雪をはじめ
小型発電棟の片づけなど，第 53 次の待ち受け作業を開始した .
【 11 月】
9 月 23 日以来欠測となっていた S16（P50）の気象ロボットについて，7 日に修理を行い
復旧した．宙空部門では，大型大気レーダーエリアでの除雪・砂まき作業を本格的に開始し
た．気水圏部門では，観測装置の不具合対応について国内関係者との打ち合わせを実施した．
地圏部門では 1⊖2 日に 24 時間，8⊖10 日に 48 時間の VLBI 観測を他部門の協力を得て実施




5 日及び 13 日に実施したほか，DROMLAN に 5 回（4 回は昭和基地，1 回は S17），燃料を
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をオゾンゾンデ観測にあわせて長時間実施したほか，大型大気レーダーエリアでの除雪・砂
まき作業を引き続き行った．地圏部門では 5⊖6 日に豆島沖に GPS ブイを設置，28 日に水深
測定及び回収を行った．そのほか，2⊖3 日に第 52 次隊として最後のペンギンセンサスをラ
ングホブデ，オングル諸島の 3 箇所のルッカリーで実施した .
設営関係では，除雪のほか，見晴らし岩のポンプの修理，燃料移送（10 日），発電機の周
波数変動対応，装軌車・装輪車の整備，各棟の雨漏り等の補修，野外観測支援，情報発信な
どを実施した．電源切り替えは 5 日と 18 日の 2 回実施した．LAN 関係では，夏作業に備え
A ヘリポートの WEB カメラ・岩島無線 LAN 中継所を立ち上げた．医療・医学関係では，
レジオネラ調査，破傷風菌サンプリング，第四回食事調査，定期健康診断にあわせた酸化ス
トレス調査のための検体採取，遠隔医療 TV 会議（21 日）を実施した .
【 2012 年 1 月】
気象部門では，太陽高度が観測に必要な位置まで下がるようになったことから，ドブソン
分光光度計によるオゾン反転観測を 11 日から再開した．また，S16 気象ロボットの保守・
S17 移動気象観測装置の回収を第 53 次隊との引き継ぎを兼ねて 19 日に実施した．宙空部門
では，23日にプロトン現象が発生したことに伴いミリ波分光計でのNOの連続観測を実施し，
24 日には NO の検出に初めて成功した．また大型大気レーダーやレイリーライダーで極中
間圏雲の観測を行った．気水圏では 21 日のエアロゾルゾンデ放球を気象部門と共同で実施
したほか，第 53 次隊持ち込みのスカイラジオメーターを設置，29 日から観測を開始した．
地圏では第 53 次野外観測支援を実施した .






観測業務を，1 日に第 53 次隊に引き継いだ .
3 日からは氷上輸送，空輸ともに貨油輸送が主体となり，氷上輸送は 10 日未明，空輸は
10 日夕方で，第 53 次越冬成立に必要な物資をすべて搬入した．5 日にはオーバーホール中
の 2 号機エンジンの警報試験中に全停電が発生したが，1 時間で復旧し，観測，設営ともに
大きな被害はなかった．2 号機エンジンのオーバーホールは 6 日で終了し，8 日には 1 号機
から 2 号機への電源切り替えを行った .
212 宮本仁美・堤　雅基







「昭和基地 NOW」の原稿は，ホームページ係のメンバーが週 1 回原稿を作成後，庶務に
提出し，隊長確認を得て，広報室へ公用アカウントから送信した．記事一覧を表 9 に示す .
5.3.　取材対応
国立極地研究所広報室経由で依頼のあった取材等については，対応者及び隊長と協議の上，




後，各担当者又は庶務から送信した．寄稿原稿の一覧を表 11 に示す .
5.5.　TV会議システムを用いた情報発信
南極教室係が中心となり，「南極教室」のほか，各種イベントなどに対し，TV 会議シス
テムによる情報発信を行った．主な実施内容を表 12 に示す .









の準備作業を 8⊖9 月にかけて，とっつき岬，S16 において複数回実施した．みずほ旅行では，
213第 52 次日本南極地域観測隊越冬報告 2011-2012
表 9　ホームページ記事一覧
Table 9.  Submitted articles for the web page, “Syowa Station NOW”, during the JARE-52 over-wintering.
214 宮本仁美・堤　雅基
表 10　各種取材内容
Table 10.  List for news.
表 11　寄稿原稿一覧
Table 11.  List of the Contribution manuscripts.
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表 12　会議システムを用いた情報発信一覧 （1/4）
Table 12.  TV conferences carried out during the JARE-52 over-wintering. （1/4）
216 宮本仁美・堤　雅基
表 12　会議システムを用いた情報発信一覧 （2/4）
Table 12.  TV conferences carried out during the JARE-52 over-wintering. （2/4）
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表 12　会議システムを用いた情報発信一覧 （3/4）
Table 12.  TV conferences carried out during the JARE-52 over-wintering. （3/4）
218 宮本仁美・堤　雅基
表 12　会議システムを用いた情報発信一覧 （4/4）
Table 12.  TV conferences carried out during the JARE-52 over-wintering. （4/4）



























察し，氷山の風下を避けた 4 ルートを候補とした．また，第 53 次隊到着後，観測隊ヘリコ
プターを利用して上空から念入りに海氷の状況を偵察しておいた結果，接岸断念の決断を受
けた後に速やかにルート工作を実施することができ，氷上輸送の開始が円滑に進んだ .
第 52 次越冬隊が設置した沿岸部の全ルートを図 8 に示す .
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図 8　第 52 次越冬隊全ルート図（沿岸部）
Fig. 8.  Routes in the Syowa Station area set by JARE-52.
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7.　生　　活
7.1.　日課
一年を通しての日課は，過去の例に倣い，昭和基地最終便が飛んだ 2 月 18 日までを夏作
業日課，その後，4 月 30 日までを夏日課，5 月 1 日から 8 月 31 日までを冬日課，9 月 1 日
から 1 月 31 日までを夏日課としたが，第 53 次隊との越冬交代式が当初予定していた 2012
年 2 月 1 日から 12 日に延期となったため，その間も夏日課とした．冬日課中は週休二日（土
日）とし，夏日課中は基本を日曜日のみ休日日課としたが，冬日課直前の 4 月及び夏日課に
変わった直後の 9 月は，就業時間も変更になることから，日課変更の移行期間と定め，4 月
9 日，16 日，9 月 10 日，17 日の各土曜日を休日日課とした．越冬開始直後の夏作業日課中は，
天候及び作業の進捗状況を鑑み，越冬交代式が執り行われた 1 日，ドーム旅行隊が昭和基地
入りした 15 日を休日日課とし，夏日課に移行した直後の 2 月は，昭和基地最終便が飛んだ
翌日からの 19，20 日及び 27 日を休日日課とした．第 53 次隊本格輸送及び第 52 次隊持ち帰
り輸送が始まった後は，休日返上で作業にあたった .
冬日課中は 0900⊖1700 LT を就業時間とし，それ以外は 0800⊖1700 LT とした．この時間に
合わせ，朝食時間も 1 時間変更した．また，毎週土日は夕食前にミーティングを行い，平日




9 月に 1 度，女性専用時間を設けることで対応した .
7.2.　経過
【 2011 年 2 月】
3，5，6 日に TV 会議システムを利用した「南極授業」，19 日には稚内市との電話交信，






6 日に第二回目の島内遠足，28 日に 5 月末から開始予定の「南極教室」に向けての第一回
目の打ち合わせを実施した．生活係の活動としては，5 日にひな祭りパーティー，20 日に雪
合戦，27 日に染物を行い，多くの隊員が参加した．調理部門では，パーティー対応のほか，
















や ぶ さ め
鏑馬大会，8 日に漁協主催の海洋生物
調査，14 日に教養係による第三回職場訪問（管理棟，汚水処理棟，発電棟）及びイベント
係によるゲーム大会兼 5 月度誕生会，15 日にスポーツ係による向岩遠足などを実施した．
















5 月に開学した「南極大学」を 1，8，15，22，26 日に開講し，26 日の最終講義後閉講式
を実施した．7 日には 8 月度誕生会を兼ねたクイズ大会，27 日にはミッドウィンター祭実行
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委員会企画による納涼宝探し大会を開いた．6，28 日には有志による遠足を行った .
【 9 月】
7 月から自主的に始まった南極アカデミーが 28 日に閉講した．10 日に 9 月度誕生会を兼
ねた北海道にゆかりのある隊員有志によるクイズ大会，17 日に居住棟居酒屋，18 日にスポー
ツ大会（雪合戦）を開いた．また 4，10，25 日には遠足を，11 日には冬明け後初めての海
洋生物調査を，25 日には有志によるうどん作りを行った .
【 10 月】





20 日に 11 月度誕生会を実施した．本格除雪が始まったため隊としてのイベントやスポー
ツ大会は実施しなかったが，ライギョダマシワッチや休日の遠足などを行った .
【 12 月】
夏作業が忙しくなったことから，休日の遠足は 11 日を最後とした．3 日には第一便到着
日時予想ダーツ大会を，17 日には 12 月度誕生会を兼ねたゲーム大会を実施した．23 日以降
は第 53 次隊が到着したことからバーの営業日を週 3 日（火，木，土）とした．また 28 日に
は第 53 次隊との互いの紹介を兼ねた顔合わせ会を開催した．農協係はスプラウトを除いて
は栽培を終了，漁協係も 13 日にライギョダマシの仕掛けを回収するなど，各係とも次隊へ
の引き継ぎ準備を始めた．30 日に第 53 次隊有志も参加しての餅つき大会を，31 日午後には
総員で管理棟，通路棟の大掃除を行い，管理棟非常口に除夜の鐘を設置して新年に備えた .
















め，DROMLAN 用としては従来から S17 滑走路を使用してきた．しかし，S17 は昭和基地
から約 20 km 離れた大陸上にあり頻繁な整備が行えないこと，また冬の間に昭和基地から航
空用燃料を荷揚げする必要があること，第 51 次先遣隊を乗せたツインオッター機が 2011 年
11 月に昭和基地沖の海氷滑走路に着陸できたこと，第 52 次越冬中昭和基地沖の海氷状況は
極めて安定していたことから，2011⊖2012 シーズンでは，シーズン始めの 11 月中旬までに
予定されている 3 便は昭和基地沖の海氷滑走路を使用し，11 月後半の 1 便及び 2012 年 2 月
の 3 便は S17 を使用する計画が DROMLAN の運航を請け負っている Antarctic Logistics 
Centre International 社（ALCI）より示された．使用する航空機は，いずれもこれまで昭和基
地沖には飛来したことのないバスラーターボ機である .
この計画実現のため，9 月 17 日に S17 に航空用燃料をデポ，10 月 24⊖26 日には S17 滑走
路及び燃料そりの整備を行った．また昭和基地沖の海氷滑走路については，飛来するパイロッ
トが昭和基地近辺の地形に習熟していないことから，進入路が基地上空を通らないように設
定することとし，まず 10 月 13 日に滑走路予定地の下見を行い，ドリフトによる凹凸はある
ものの整備することにより十分な長さ，広さを確保できると判断，21 日に位置決めをした．
その後，加藤隊員が中心となって氷上滑走路を整備した．当初 11 月上旬にも飛来が予定さ




走路の位置を図 9 に示す .
2011⊖2012 シーズンの DROMLAN 対応を表 13 に，11 月 9 日に着陸したバスラーターボ機






9．　委 託 課 題
第 7 回中高生南極北極科学コンテスト（平成 22 年度）において，優れた提案内容により
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図 9　昭和基地沖の海氷滑走路（青が第一滑走路で，すべてこちらを使用）
Fig. 9.  The sea ice runways established off Syowa Station.
図 10　昭和基地沖海氷滑走路で給油中のバスラーターボ機
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第 52 次隊が越冬期間中に実施するのにふさわしい「南極科学賞」を受賞した以下の二つの
課題を，隊員の協力のもとに実施した．これらの実験結果は 2011 年 11 月 13 日に開催され















・ 5 月 11 日 第 1 回実験（西の浦）
・ 9 月 12 日 第 2 回実験（ラングホブデ，夜間）
・ 10 月 8 日 第 3 回実験（西の浦，向岩）
・ 10 月 26 日 第 4 回実験（ビデオ撮影）












図 11　実験した 3 箇所（西の浦，ラングホブデ，向岩）の位置
Fig. 11.  Sampling points.










Fig. 12.  Micrograph of the ﬁltered seawater.
表 14　実験場所の海氷データなど
Table 14.  Thickness of sea ice, depth of the water, and water and air temperature 
at the sampling points.
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員に送付した .
10．　氷 上 輸 送
第 35 次隊以来 18 年ぶりの観測船の昭和基地沖接岸断念を受け，第 52 次越冬隊・第 53 次
隊・「しらせ」の総力を挙げて，第 53 次越冬成立に必要な物資の輸送を 1 月 24 日夜から 2
月 10 日まで実施した .
基地沖に接岸した場合はバルク輸送する貨油のドラム缶でのヘリコプターによる空輸と，
リキッドタンクや重量物などの雪上車による長距離氷上輸送（片道約 30 km，時間にして 3
図 13　2011 年 7 月 21 日の日の出の連続写真
Fig. 13.  Consecutive photograph of the sunrise on 21st of July, 2011.
図 14　2011 年 9 月 12 日の沈む満月の連続写真
Fig. 14.  Consecutive photograph of the setting full moon on 12th of 
September, 2011.
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時間半）を計 13 日間にわたり実施し，第 53 次隊が当初計画していた総輸送量の 64%にあ
たる約 820 t の物資を昭和基地に輸送した .
図 15　氷上輸送ルート
Fig. 15.  Transportation route on the sea ice set by JARE-52.
図 16　氷上輸中の雪上車
















52 次夏隊・同行者の皆様，第 51 次越冬隊（工藤越冬隊長），第 53 次観測隊・同行者（山岸
観測隊長）の皆様，国内も大変な状態でありながら適切なアドバイスをいただいた藤井所長
（～平成 23 年 9 月）・白石所長（平成 23 年 10 月～）以下国立極地研究所の皆様すべてのご
支援の賜物である．改めて厚く感謝申し上げる .
最後に，隊員全員を無事に連れて帰るという隊長・副隊長の使命を一丸となって遂行して
くれた第 52 次越冬隊の仲間に，心からの感謝の意を表して結びとしたい .
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